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1.はじめに 

 現在、耐用年数を迎えたコンクリート構造物の老朽化、また、寒冷地・山間部での凍害によるコンクリー

トの耐久性の低下が社会問題となっている。しかし、新たに構造物を建設しなおすことは経済的に困難であ

り、補修によって構造物の延命を図ることが有効な手段と考えられる。このため、補修材の性能を向上させ

ることが重要となり、継続して研究を実施している 1)。本研究は、一般に使用されているポリマーセメント

モルタルの性能向上及び品質改善を行うものである。今年度は、乾燥収縮の更なる低減、防水剤に替えて撥

水剤を用いた配合の検討、付着試験の実施及び耐凍害性の検討を行うために、各種混和材料を追加混入する

などして 4種類の異なる配合で行った。 

2.実験方法 

2.1 ポリマーセメントモルタル及び供試体の配合 

 ベースとしたポリマーセメントモルタルは高知県内で商品化され

ているものを使用した。これは、昨年度までの研究結果 1)に基づき、

配合や使用材料が設定されたものである。

表－1 にその配合を示す。 

供試体の配合は、

ポリマーセメント

モルタルに膨張材、

収縮低減剤、撥水

剤を使用したもの

を 4 種類作製した。混和材料の混入率を表－2 に示す。昨年度との比較のため、ポリマーセメントモルタル

を P´、混和材料は膨張材を E、収縮低減剤を S、防水剤を W、撥水剤を H とし、それぞれの混和材料の追

加混入率を配合名に記した。 

2.2 各試験の方法  

 付着試験は JSCE－K 561 「コンクリート構造物用断面修復材の試験方法」に従って行った。供試体は基

板にポリマーセメントモルタルを 10mm の厚さで塗ったものを 2枚、2 種類の配合でそれぞれ作成した。 

 圧縮強度試験は JSCE－G 505 「円柱供試体を用いたモルタルまたはセメントペーストの圧縮強度試験方

法」に従って行った。供試体は JSCE－F 506 「モルタルまたはセメントペーストの圧縮試験用円柱供試体

の作り方」によって作成し、寸法は直径 50mm、高さ 100mm の円柱形で 4 配合×6体で 24 体とした。 

 長さ変化試験は JIS A 1129「モルタル及びコンクリートの長さ変化測定法」に従って行った。供試体の寸

法は 40×40×160mm の角柱で、4 配合×3 体で 12 体とした。養生方法・測定時期については、東・中・西

高速道路(株)(NEXCO)試験法 432「断面修復用吹き付けモルタルの試験方法」の養生期間及び基長の測定時

期で行った。脱型後を基長として温度 23±2℃、相対湿度 50±5%の状態で 28日後の長さ変化率を測定した。 

 凍結融解試験は、JIS A 1148「コンクリートの凍結融解試験方法」に従って行った。試験方法は A 法の水

中凍結融解試験方法とした。供試体の寸法は 100×100×400mm の角柱供試体とし、供試体の個数は 3 配合

×3 体で 9 体とする。JIS A 1148 では 300 サイクル終了後の相対動弾性係数の品質規格値は 60%以上である

が、今回の試験では耐凍害性の更なる向上を目的とするため、通常より厳しい 300 サイクル終了後の相対動

弾性係数 85%以上を品質規格値とした。 

原料名 材料（質量）比（％）
普通セメント 21.8

天然砂 30.2

硅砂 18.5

炭酸カルシウム 22.8

ポリマーを含む副原料 6.7

P´-E0S0H0 85.3 1.5 0
P´-E1.5S0H0 83.8
P´-E1.5S0.5H0 83.3 1.0 0.5
P´-E1.5S0H0.2 83.6 0.5 0.2 0.2 0

配合名

モルタル 膨張材 収縮低減剤

モルタル全量に
対する

収縮低減剤の
追加混入率（％）

87.3
3.0

0.5

撥水剤
モルタル
(全量）

0 0
1.5

0
12.7

水

質量比（％）
モルタル全量に
対する撥水剤
の混入率（％）

モルタル全量
に対する

膨張材の追加
混入率（％）

表－2 各種混和材料の混入率 

表－1 ポリマーセメントモルタルの配合 
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3.実験結果及び考察 

3.1 付着試験 

 基板にした市販のコンクリート製品表面に表面処理なしで接着さ

せて試験した結果と、表面処理としてチッピングにより粗面にして

試験した結果を図－1 に示す。規格値は 1.5 N/mm2以上と定められ

ている。膨張材(E)と収縮低減剤(S)を追加混入することによって付

着力の低下が確認された。また、チッピング処理を施すことで付着

強度は大きくなったが、規格値を上回ったのは表面処理した試験で

混和材料の追加混入なしの P´-E0S0H0であった。 

3.2 圧縮強度試験 

 圧縮強度の今年度の結果と昨年度までの結果を比較す

るため、まとめて図－2 に示す。目標値は、一般的なコ

ンクリートの設計基準強度である 30N/mm2 とした。圧

縮強度は、すべての供試体で目標値を十分に上回ってい

た。しかし、混和材料の追加によって多少の強度の低下

は見られ、昨年度と比較しても、混和材料の追加混入に

よって圧縮強度は全体的にやや低下していた。 

3.3 長さ変化試験 

 長さ変化試験は今年度の供試体を実線、昨年度までに行った

供試体を点線として図－3 に示す。今年度の供試体は経過日数

28 日における長さ変化率が規格値である 500μの 50%程度に

おさまっており、昨年度と比べても乾燥収縮が大きく低減でき

ている。また、混和材料追加の効果が確認できないほど収縮は

小さくなっていた。これは、脱型後の養生方法の違いや、昨年

の配合より練混ぜ水を質量比で 0.6%程度小さくしたことなど

が原因として考えられるが今後の検討課題とする。 

3.4 凍結融解試験 

  30 サイクルごとの相対動弾性係数を図－4 に示す。3 つの

配合すべてが相対動弾性係数 94%以上と規格値を大きく上

回った。また、膨張材(E)と収縮低減剤(S)を加えることによ

って相対動弾性係数は大きくなり、撥水剤(H)を加えることで

さらに大きくなった。これは、撥水剤使用により、コンクリ

ート表面からの水に浸入が低減されたためと考える。 

4.まとめ 

(1)各種混和材料を追加混入することで乾燥収縮の低減、耐凍

害性等の性能の向上がみられた。その中でも本研究の範囲内

では P´-E1.5S0.5H0 が最適配合といえる。 

(2)付着強度については膨張材と収縮低減剤を追加混入する

ことで低下し規格値を満たせず、ベースとしたポリマーセメントモルタルの付着強度には及ばなかった。 
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図－3 長さ変化試験の結果 

図－2 圧縮試験の結果 

図－4 凍結融解試験の結果 

図－1 付着試験の結果 
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